
• 教材名：『通信機関×大震災～100年前の映像から考える情報との向き合い方～』

• 対象：小学校第5・6学年

• 教科：社会科（情報産業と社会）、総合的な学習の時間、特別の教科道徳

• 指導要領：「情報の有効活用と個人の生活」「差別や偏見のない社会の実現」

• 指導要領コード：8220253422000000 82M01L0200000000 82K04D0323000000

• 単元の目標：災害時の情報の不確かさを知り、デマにまどわされない態度を育てる。



はじめに

Question

これは何の画像でしょう？

今、大地震が起こったら、
どうやって情報を集める？

「関東大震災映像デジタルアーカイブ」掲載『関東大震災［伊奈精一版］』1923年、4分30秒の箇所



通信機関

Question

動画を見てみよう！
https://filmisadocumen
t.jp/films/view/248
（22分36秒～）

映像の中で気になった場
面を一つ選んで、なぜ気
になったのか説明しよ
う！

「フィルムは記録する ー国立映画アーカイブ歴史映像ポータルー」掲載『交通.通信機関の今昔』1932年、24分20秒の箇所

https://filmisadocument.jp/films/view/248
https://filmisadocument.jp/films/view/248
https://filmisadocument.jp/films/view/248


通信機関

Question

映像の中にあったような
昔の通信機関（電信電話、
航空郵便、ラジオ、電信
写真）と今の通信機関
（スマートフォン、テレ
ビ）とでは、どのような
違いがあるのかを考えて
みよう！

「フィルムは記録する ー国立映画アーカイブ歴史映像ポータルー」掲載『交通.通信機関の今昔』1932年、26分35秒の箇所



大震災

Question

動画を見てみよう！
https://kantodaishinsai.
filmarchives.jp/movies/
m04.html
（8分8秒～12分7秒）
映像の中で気になった場
面を一つ選んで、なぜ気
になったのか説明しよ
う！

「関東大震災映像デジタルアーカイブ」掲載『関東大震災』1923年、8分25秒の箇所
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当時、情報をどうやって集めていたか？

• この時代には当然、ス
マホもテレビもありま
せんでした。ラジオ放
送さえ、まだ始まって
いません。

• 人々は、生きるための
情報を求めて、役所や
新聞社の前の「貼り
紙」に集まりました。

• 「そこに行かないと分
からない」「正しいか
どうかも確かめられな
い」……そんな状態で
した。

大震災

「関東大震災映像デジタルアーカイブ」掲載『第四報東京大震災惨状』1923年、2分9秒の箇所



大震災

Question

関東大震災発生当時に作られた
新聞には他にも、「朝鮮人が井
戸に毒を入れた」「集団で襲っ
てくる」などのデマを報じてし
まったものがありました。これ
により、罪のない多くの朝鮮人
が虐殺されました。

なぜ、人々はこのようなデマを
信じてしまったのかを考えてみ
よう！

不逞朝鮮人各所に放火し
帝都に戒厳令布く

三百年の文化は一場のゆめ

「東京日日新聞」、1923年9月3日より引用

（※旧字体は新字体に改めています）

これは関東大震災直後の混乱の中で、「朝鮮人が
各地で放火している」という情報が広まり、それ
に対応するため東京に戒厳令が出されたと報じた
新聞の見出しです。しかし実際にはこのような情
報の多くは根拠のない流言であり、社会の不安や
混乱を大きくしたとされています。



通信機関×大震災

2 0 2 6 / 3 / 1 3

Question

もしこの時に現代の通信機関（スマートフォン、テレビ
など）があれば、デマは広がりにくかったと思います
か？また、もっと広がっていたと思いますか？

なぜそう思うのかを説明しよう！



通信機関×大震災

2 0 2 6 / 3 / 1 3

Goal Question

二度とこのようなデマにまどわされないように、
私たちはどのような意識を持って、これからも進
化していくであろう通信機関、情報と向き合うべ
きでしょうか？

今回の授業の内容をふくめて考えてみよう！



まとめ ～進化する通信機関、変わらない心～

•道具は変わっても、使うのは「人」

100年前も今も、そしてこれからも、不安な時に「デマ」は生まれます。
通信機関は便利ですが、使い方を間違えると人を傷つける「武器」にもなります。

•私たちが情報の「防波堤（ぼうはてい）」になろう！

あやしい情報は、自分のところで止める！
正しい情報を送ることで、誰かを助けることができます。



引用・出典一覧
■引用した新聞

・「東京日日新聞」、1923年9月3日

■使用したアーカイブ映像

• 「フィルムは記録する ー国立映画アーカイブ歴史映像ポータルー」掲載『交通.通信機関の今昔』1932年

【URL】 https://filmisadocument.jp/films/view/248（参照 2026-01-08）二次利用条件はサイトポリシーを参照 

• 「関東大震災映像デジタルアーカイブ」掲載『関東大震災［伊奈精一版］』1923年

【URL】 https://kantodaishinsai.filmarchives.jp/movies/m09.html （参照 2026-01-08）二次利用条件はサイトポリシーを参照

• 「関東大震災映像デジタルアーカイブ」掲載『関東大震災』1923年

【URL】 https://kantodaishinsai.filmarchives.jp/movies/m04.html（参照 2026-01-08）二次利用条件はサイトポリシーを参照

• 「関東大震災映像デジタルアーカイブ」掲載『第四報東京大震災惨状』1923年

【URL】 https://kantodaishinsai.filmarchives.jp/movies/m15.html （参照 2026-01-08）二次利用条件はサイトポリシーを参照

■使用したイラスト素材

• 「いらすとや」

• https://www.irasutoya.com/
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